
適
塾
姓
名
録
に
よ
る
と
広
島
県
出
身
の
入
門
者
は
三
十
一
名
で
、

そ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
芝
哲
夫
氏
ら
を
は
じ
め
多
く
の
発
表
が
み

ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
詳
し
く
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
広
島
県
北
部
出
身
の

適
塾
生
で
あ
っ
た
庄
原
市
の
渡
辺
玄
丹
を
中
心
と
し
て
、
玄
丹
に

関
係
の
あ
る
同
郷
者
で
、
同
じ
適
塾
に
学
ん
だ
今
井
雄
策
や
そ
れ

こ
う
の
う
え

と
親
族
で
あ
る
水
野
玄
鳳
、
更
に
神
植
元
鳳
、
神
植
格
之
助
兄
弟

の
人
物
と
彼
等
が
郷
土
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

渡
辺
玄
丹
（
天
保
十
四
年
．
一
八
一
三
ｌ
大
正
五
年
．
一
九
一
六
）

は
庄
原
市
（
当
時
・
備
後
国
三
上
郡
庄
原
村
）
の
第
十
二
代
医
家
で
あ

る
渡
辺
易
安
の
子
と
し
て
出
生
し
た
。
幼
名
を
虎
次
郎
と
よ
び
、

長
ず
る
に
及
び
禮
三
と
い
い
、
医
師
と
な
っ
て
玄
丹
と
称
え
た
。

20

適
塾
に
学
ん
だ
広
島
県
北
出
身
の

先
人
た
ち

虻I

川

義
雄

適
々
塾
姓
名
録
に
は
吉
備
庄
原
・
渡
辺
易
安
忰
禮
三
と
あ
り
、
文

久
二
年
二
八
六
三
）
正
月
と
記
録
し
て
あ
る
。
備
後
と
吉
備
の
書

き
ち
が
い
が
み
ら
れ
、
地
元
で
は
玄
丹
の
名
が
好
ん
で
使
わ
れ
て

い
る
。
玄
丹
は
十
八
歳
で
上
阪
し
、
適
塾
に
入
門
し
た
、
洪
庵
が

江
戸
に
出
仕
す
る
ま
で
数
カ
月
の
塾
生
で
あ
る
。
洪
庵
が
江
戸
に

去
っ
た
後
の
玄
丹
の
行
動
は
不
詳
で
あ
る
。
自
筆
の
履
歴
に
は
種

痘
学
を
東
京
の
吉
田
攝
斉
に
学
ん
だ
と
記
し
て
あ
る
。
万
延
元
年

三
月
よ
り
文
久
三
年
四
月
迄
、
適
塾
の
山
口
寛
斉
や
洪
庵
に
藺
学

を
学
ん
で
い
る
。
山
口
寛
斉
の
娘
・
い
く
と
後
述
の
神
植
格
之
助

が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
適
塾
で
は
福
沢
諭
吉
が
七
年
先
輩
に

当
る
が
、
諭
吉
が
江
戸
に
去
っ
た
後
の
適
塾
々
頭
は
松
本
順
で
あ

っ
て
、
口
伝
に
よ
れ
ば
、
玄
丹
は
松
本
順
に
従
っ
て
修
業
し
、
東

京
府
泉
橋
種
痘
館
に
い
て
、
明
治
三
年
六
月
、
玄
丹
二
十
八
歳
の

時
に
庄
原
に
帰
り
、
医
業
・
薬
業
を
営
ん
だ
。
適
塾
や
在
京
時
代

の
修
学
体
験
を
中
国
産
地
の
僻
地
に
結
実
さ
せ
る
可
く
、
医
学
・

育
英
・
行
政
の
各
分
野
に
画
期
的
な
事
業
を
手
が
け
て
い
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
は
、
玄
丹
が
中
心
的
役
割
を
演
じ
て
他
地
方
に

み
ら
れ
な
か
っ
た
庄
原
英
語
学
校
を
明
治
十
七
年
に
設
立
さ
せ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
教
師
の
多
く
は
慶
応
義
塾
よ
り
招
い
た
。
こ
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の
よ
う
な
慶
応
義
塾
分
校
は
既
に
京
都
・
大
阪
に
は
実
現
し
て
い

た
。
そ
の
他
の
育
英
事
業
は
庄
原
実
業
学
校
そ
の
他
、
明
治
十
年

代
よ
り
開
設
し
た
こ
と
は
特
筆
さ
る
可
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
経
緯
は
適
塾
と
間
接
的
に
か
か
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

玄
丹
の
先
代
に
は
好
学
の
人
に
恵
ま
れ
、
祖
父
・
貢
郷
、
号
は

桃
園
で
、
京
都
の
後
藤
門
下
に
入
り
、
厳
垣
・
龍
渓
禅
師
に
つ
い

て
経
学
を
学
び
、
帰
郷
し
て
は
、
神
辺
の
菅
茶
山
に
師
事
し
て
い

る
。
渡
辺
邸
は
、
茶
山
に
よ
り
碧
梧
亭
と
命
名
さ
れ
る
程
の
親
交

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
漢
詩
、
俳
譜
の
友
と
し
て
高
名
な
医
師
で
あ

っ
た
赤
沢
章
達
や
多
賀
庵
三
世
と
称
せ
ら
れ
た
医
師
・
玄
蛙
な
ど

玄
丹
の
子
孫
に
、
適
塾
入
門
者
の
今
井
雄
策
と
そ
の
親
族
で
あ

る
水
野
玄
鳳
が
い
る
。
こ
の
水
野
玄
鳳
は
十
五
歳
で
神
辺
の
廉
塾

に
入
り
、
頼
山
陽
と
共
に
上
洛
し
て
、
究
理
堂
に
学
び
、
更
に
長

崎
で
吉
雄
権
之
助
に
つ
き
、
シ
ー
ポ
ル
ト
来
日
に
よ
っ
て
更
に
五

年
間
修
業
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
子
の
水
野
宗
民
は
適
塾
に
入

門
し
、
山
口
寛
斉
に
も
学
ん
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
姓
名
録
に

署
名
は
な
い
が
、
呉
秀
三
が
そ
の
墓
表
を
撰
し
て
い
る
。

神
植
元
鳳
と
神
植
格
之
助
は
山
口
寛
斉
を
た
よ
り
入
塾
し
て
い

が
い
る
。

る
。
神
植
兄
弟
に
つ
い
て
の
業
績
の
一
部
は
既
に
発
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
広
島
府
下
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
に
あ
っ
て
適
塾

に
学
ん
だ
渡
辺
玄
丹
・
今
井
雄
策
・
神
植
元
鳳
・
格
之
助
た
ち
先

人
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
彼
等
の
相
互
関
係
や
郷
土
文
化
に
貢

献
し
た
業
績
を
報
告
す
る
。

（
広
島
県
廿
日
市
市
）
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